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維持管理
清水町役場 上下水道課

田 中  祝

1.は じめに

清水日]は 、県者「福井市の西南部に位置する田園者「市で、自

然環境に恵まれた町です。

また、福井市と鯖江市に隣接する地理的条件も良くグリー

ンハイツや志津が丘などの住宅同地による人口増加や、ふく

い健康の森や SSTら んどなどの流動人口で町内は活気に
あふれています。

清水町の下水道事業は、まず、グリーンハイツの造成に伴

い公共下水道事業を昭和46年 に着手し、同48年 に供用開始

しました。その後、昭TNE 62年 度清水川1下水道マップを作成し、

その lFl要は、東部地区を公共 ド水道事業、両部地区を特定環

境保全公共下水道事業、南部地区を農業集落排水事業と区分

けされています。そして、これらの事業を順次進め、平成 11

年度には、日∫内全域に下水道が完備されましたこ

2.事業の概略
当町の公共下水道事業はグリーンハイツの造成に伴い昭

和46年 に事業認可、同48年 に供用開始して以来、東部地区に

順次区域をlll張 し平成 14年度末では認可処理面積 132 4ha、

管渠延長35,326m、 処理場能力 {日 最大)2,600m3/日 とい
う状況です。

3.調査の目的
当町では、清水 H」 全域において、計画的に順次管路調査お

よび補修工事を実施していますが、ここでは公共下水道事業

グリーンハイツ地区の調査および改築の実績を説明します。

今回調査の対象としたグリーンハイツ地区は、公共下水道

の中でも最初に供用開始された地区であり、20年 以上が経

過し、不明水の問題も生じてきました。

そこで、まず、グリーンハイツ地区の管路状況を把握し、対

策を講じる必要があると考え、定量調査およびTVカ メラ調
査を実施し、司時に地質調査を行うことにより、計画地点の

L質状況を明らかにする事となり、詳細な設計への反映が出

来ると考えましたc

4.管路・土質の調査
先ずTVカ メラによる調査の前段に、注水試験を行いまし
た。この調査は、1スパン(1マ ンホール+1管 渠)に おいて、
マンホールより水を投入し、一定の時間 (今回は 5分間で 1

分毎)内 の水頭変位量を計測 し、浸出水量を算出して気密の

状態を判断 (判断基準表参照)す るものです。

その結果グリーンハイツ全域において気密性が保たれて

いない事が半J明 しました.

注水試験結果

E8ヶ所 (2.2%)

C
31ヶ所
(8.6°/。 )

判 断 表

次に、洒i水試験の原因追及を目的にTVカ メラによる調査
を行ないました。TVカ メラ調査では、グリーンハイツ全域
にわたつて管の蛇行 たるみが見られ、また管種別では陶管

はジョイン トの隙間が、ヒューム
2i‐ はクラックが特に多い状

況でした。さらに歩道下の管渠や公設 llllか らの取付管内では

本根の侵入や浸水箇所 (下写真)が多 く確認され、場所によっ

ては TVカ メラの走行が不能な筒所や管渠断面が 100%閉
塞の筒所 もありました.

浸水箇所         木根進入

L質調査については、グリーンハイツ地区は丘陵地を切上

した部分 と低地を盛 11し た部分に分けられ、盛 11部分につい

ては厚密による沈 ドはほぼ終了したものと推測されました c

これにより、土質については特に管渠に悪影響を及ぼすこと

はないと半J断 してお りますっ
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浸水箇所
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5,管路の調査結果
調査の結果、グリーンハイツ地区の管渠が昭和40年代後

半に敷設されたものと古く、また使用管種が陶管およびヒュ

ーム管であるため全域にわたり以下の事が言えました。

①不明水が多い原因として管内のはとんどに継手のスキマ

及びクラックが見られ、雨天時には水が侵入しており、気

密性が保たれていなかつた。

②管路の流れとして管路全体に蛇行・たるみが生じている。

この結果、汚泥・土砂等が堆積しやすい状況にあった。

③機能面において障害物となる木根の侵入、ジョイントのパ

ッキンはみ出し、及び取付管接含部変位等が見られ下水の

流れを妨げる状況にあった。

以上より、今後の維持管理は破損箇所をその都度改築する

のではなく、全面的に改築の計画を策定 し、区域単位の補修・

改築を行なわなければならないと考えました。

6.改築工法の検討

6.1 管路改築工法
管路の改築工法には以下のような種類があります。

6.2 工法の概要
(1)開削工法

掘削行ない、既設管を掘り出して、布設替えを行なう工法

管路改築工法

非開削工法

開 肖」工 法 ――布設替

反転工法

形成二法
可

推進工法

ライニングエ法―

[

インシチュフォームエ法
ホースライニングエ法
FFT― U工法
インパイプエ法
パイプフォーメーションエ法
CPブリースエ法
オールライナーエ法

SPR]二法
パルテムSZ工法
EX工法

PRSI二法
置換式推進工法
アプリックスエ法
ノルテックエ法

セラミックライニングエ法
スプレーウォールエ法
ジックレンジ」E工法
その他

ヒューム管
陶管
硬質塩化ビニール管
強化プラスチック管
鋼製管 鋳鉄管
その他

さや管工法{;き「子:じ雲],I法

改
築
工
事

(2)非 開削工法

掘削を行なわないで、既設管の内面から改築を行なう工法

a.反転工法

既設管内に、繊維質の材料に硬化性樹脂 (熱硬化又は光硬化 )

を含浸させた材料を、水か空気で加圧反転 じ挿入する。

bさ や管工法
工場生産されたプラスチック材料の管を、熱溶着などによ

り既設管内に引き込むか押 し込み挿入する。この場合、挿入

された管は既設管より 1サイズ以上小さくなるため、既設管

との隙間にセメン トミルク等を充填硬化 させて二つの管を

一体化させる。

c形 成工法及び製管工法
既設管内に、繊維質の材料に硬化性樹脂 (熱硬化又は常温

硬化)を含浸させた材料又はプラスチック材質の管 (常温硬化 )

を引き込み、空気圧又はゴム製ス リーブで加圧膨張させた状

態で硬化させ、管内面に密着させる工法 と、プロファイルを

製管 しながら押 し込み挿入し、既設管との隙間にセメントミ

ルクを充慎硬化させて管を形成する工法がある。

d推 進工法
下水道本管管渠の新管布設工事に利用される推進工法の

応用で、拡径し既設管を破砕 して新管を推進挿入するか既設

管の外側に抱 き込む状態で推進管を推進 し、既設管を剥貫 き

(は ぎぬき)撤去後、推進管をさや管にして新 しい管に置き換

える。

e.ライニングエ法

耐食性・防水性等を有する樹脂系材料か無機質系材料を下

水管渠内面に、コテ塗 り、刷毛塗 り又はスプレー塗 りで塗布

する。

6.3 工法の検討
前記の各種工法のうち、対象区域が住宅地であるために通

行障害をできるだけ避ける事に加えて、掘削によって地盤の

ゆるみを生 じて宅地等への影響を懸念されるために開削工

法は採用 しない事にしました。

また、非開削工法の内、推進工法はピット部などの掘削を

伴うために採用 しませんでした。ライエングエ法はライエン

グ材を塗布するだけのため、既設管本体が破損 している本現

場のような場所には不適で した。さゃ管工法は既設管の中に

管を挿入する工法のため既設管より 1サイズ以上小さくな

るので採用 しない事にしました。

以上の結果、採用可能な工法は、反転工法か形成工法となる。

以下に各工法の比較を行ないます。

31 螂 帥 螂
鰊 鉤 魃 脚 晰

引 張 強 度 200kR千 /c輌 380k,f/c請 300k8f/c面 1,300kgi/cii 755k8千 /c請 304k8f/c而 200kgf/c面

裏  込  め 不 要 不 要 不 要 不 要 不 要 不 要 不 要

日  進  量 300m/1スパン 100m 75m 50m 70m 300m～ 200m 100m
管 径 1 00mm～ 3,000mm 1 00mm～ 1,500mm 200mm～ 400mm 200mm～ 300mm 200mm～ 600mm 125m用～11500mm 200mm～ 2,000mm

材  料  厚 3mm～ 42mm 3mm～ 24mm 3mm-6mm 5mm-7 5mm 4mm～8mm 2 5mm^´ 30mm 3mmヽン30mm

/・X 替 工 必 要 要必 必 要 必 要 必 要 必 要 要必



7.改築工法の決定
本現場の既設管の内、汚水幹線については流入が多いため

に断水が出来ない。よって、形成工法のSPR工 法を採用し
ました。

また、それ以外の管については、本現場の既設管は沈下等

の影響を受けてクラックが入っているなど通常の現場より

強度に不安があるため中に入れる管には強度が要求されます。

この条件を考慮し、反転工法のインパイプエ法を採用しまし

た。

結果、団地内であるが日常生活に支障がな く、交通への支

障も最小限で行えたので、地元承諾 も得やす く、また、開削工

第 8回通常総会終了
平成 14年 5月 14日 (水 )14:00/福井厚生年金会館

議案審議

第 1号議案 平成 14年度事業報告承認の件
第 2号議案 平成 14年度収支計算書、正味財産増減計算書、

貸借対照表、財産日録承認の件

その他   第7回通常総会の報告
(平成 15年事業計画・収支予算 )

平成 15年度事業計画

1事業の実施方針

会員の連携と技術者育成をはかり、地球環境の整備に貢献するc

2事業概要

①協会会員のPR
②下水道管路維持技術の取得

③下水道展の参加

④維持管理担当者との懇談会の開催

⑤下水道管路維持に関する講習会

研修会の開催。

⑥広報誌の発行

採用工法とVU管開肖J工法との比較 平成8年現在

事ではないため工期を短縮 した り、騒音やはこりの影響 もな

く、工事を行なうことが出来 ました.そ して、第 1の課題であ

った、不明水の問題においても約 1/2 TI度減少 し十分な効

果が得られました。

8.おわりに

現在、当町の下水道事業は、下水の整備が完了したため、維

持管理が中心となっています。その維持管理で最 も重要なこ

とが、当然ながら効率的でかつ安定 した管路と処理施設の維

持管理です。その対策の 1つ として、F不明水対策」が上げら

れます。これからも、その不明水に対し現場と向かいあいな

がら挑戦的に果敢に臨んでいきたいと思います。今後ともご

指導の程、よろしくお願いいたします。

終了後、総会を記念いたしまして基調講演を開催しました。

講師 福井市下水道部長 伊藤隆充 様による
演題 「福丼市の維持管理の現状」
についてご講演いただきました。福井市下水道の過去の経緯や今後

の維持管理のあり方、さらに建設に対する考え方など、今後の維持管

理に携わるものに、大変参考になるご意見を開かせていただき、当協

会の重要性を今 ^度確認しました。

引き続き、技術研修会の一環として講演会を開催しました。

講師 管路診断コンサルタント脇会 顧 問 巽 良雄
技術員 網谷 力

演題 「下水道管路更正予算の動向と大者「市の状況」
というテーマで、両氏の掛け合いによるユニークな講演

をいただきました。

維持管理における、国や大者「HF、 下水先進者「市の課題と

予算動向や補助としての対応の仕方など、色々な観点よ

り聞かせていただき参考になりました。

当日 I_■調講演ならび講演会に参加いただきました人

数は、官公庁 コンサルタント 当協会員を含め67名 のご

参加をいただきました。

鐵
弓 3長 弓ヨ1蔓 430～ 460k81/c面 600kgf/c添 430k8f/c前

裏 込 め モリレタリレ

'主

入 不 要 不 要

日 進 量 50m 100m 100m

管   径 200mm～ 1 400mm 200mm～ 600mm 1 00mm～ 600mm

材 料 厚 8mm-21 5mm 3mm-1 0mm 2mm-9mm

水 替 工 不 要 必 要 必 要

r_ 漱

― -
…椰

― ―

引 張 強 度 1,300kgf/c市 430´ ヽ́460kgl/c輌 500kgl/c請

管 径 200mmヽ 3́00mm 200mm～ 1,400mm 1 00mm^ン 600mm

耐

薬

品

性

硫 化 水 ヨ宣 し 3台  し 3ヨ  し

酸  1■ 3含  し 3菫  し 3含  し

ア ル カ ∃ヨ  し 3菫  じ 3会  し

有 機 薬 品 弱  し 弱  し 弱  し

工 期 短い 日進量 50m 短い 日進量 50m 長 い 日進量 10m

交 通 障 害 ほとんどなし ほとんどない あ  る

工 費 約80,000円/m 約 110,000円/m 約 120,000円/m

以上の議案が可決されましたことをご報告します。



●編集後記

今FIは、清水町役場 上下水道課 田中 祝様には清水町の維持管理に対する貴重な資料と経緯、概要をま

とめていただき、誠にありがとうございました。当協会会員も大変参考になり、今後の維持管理のあり方

を今一度考えることが出来ます。

現在、維持管理の技術も、日進月歩で進んでおり私たち維持管理に携わるものも、常に情報を集め、必

要な技術の習得に励んでおり、当協会では、会員の技術の向 Lを 目指し、多種のセミナーやげ1修会を開催

しております。ただ、維持管理の技術を習得しても、まだまだ発揮する場所がありません。発注者側も維

持管理の必要性は、十分お解 りになつていますが、この厳しい地方財政のなか、着手出来ないのが実態だ

と思います。しかし、ライフサイクルコストを考えますと早い時期から維持管理が望まれます。今後、ま

すます管路延長が伸び、維持管理コス トも多くなると思いますが、いつまでも「臭いものには蓋」ではな

く、早い時期にマンホールの蓋を開けることをお願いします。               ‐ ■|
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株式会社中村正建設
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西村建設株式会社
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日特建設株式会社 福井営業所
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北陸推進機工業株式会社
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株式会社 ミルタニエ業
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嶺南建設株式会社
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FRP内面補修工法協会

株式会社 水研

クリスタルライエングエ法協会

日本スナップロック協会
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